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組立要領書 

浴室テレビ（１４型ワイド） 
EKK３００５０/PTZ００４０ 

この組立要領書は、試運転が完了するまで捨てないでください。 
試運転は電気工事終了後に行いますので、元請店へ依頼のうえ、組立要領書
をお渡しください。 
TOTO製システムバスルームに取付ける場合は、この組立要領書とシス
テムバスルーム組立要領書を合わせてご覧ください。 
この組立要領書に記載してあるシステムバスルーム向けの取付要領は
TOTOシステムバスルーム用のものです。他社システムバスルームに取
付けの際は、各システムバスルームメーカーにお問い合わせください。 

■ 
■ 
 
■ 
 
■ 

UB組立業者様へ 

■ 試運転は電気工事終了後に行いますので、元請店様へ組立要領書をお渡し
ください。 

元請店様（電気工事業者様）へ 

■ Ｐ.21～27「共通取付要領」を参照のうえ、配線の組立をお願いします。 

元請店様へ 

■ Ｐ27「12　試運転」を参照のうえ、試運転をお願いします。 

2010.04版 
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安全上のご注意 （必ずお守りください） 

組立の前に、 

この安全上の注意をよくお読みの上、 

正しく据付けてください。 

◎この組立要領書では、製品を安全に正しく取付けていただき、使用者への危害や財産への損 
　害および組立業者への危害を未然に防止するために、いろいろな表示をしています。その表 
　示と意味はつぎのようになっています。 

◎組立完了後、試運転及び各部の点検を行い、器具のがたつきや漏電・水漏れなどの安全上の 
　不具合が無いことを確かめてください。 

◎ 

警告 
注意 

◎下に示す絵表示は組立要領書や製品に表示して、組立業者の方に安全に正しく製品を取付 
　けていただくものです。 
　内容をよく理解して正しく取付けてください。 

この表示の欄は「死亡または重傷などを負う可能性
が想定される」内容です。 

この表示の欄は「傷害を負う可能性または物的損
害のみが発生する可能性が想定される」内容です。 

同梱されている取扱説明書は、使用者に製品を正しく安全に使用していただくための

重要な書類です。 紛失や汚れのないように大切に保管し、組立完了後、必ず使用者ま

たは組立責任者にお渡しできるようシャワーヘッドまたはタオル掛けにひとまと

めに吊してください。 

禁　止 

必ず実行 

アース線接続 

この絵表示は、行ってはいけない「禁止」の内容です。 

 この絵表示は、必ず実行していただく「強制」の内容です。 

この絵表示は、必ずアース線を接続していただく「強制の内容です。」 
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交流１００V以外は使用しない 
感電や発熱・火災の原因となるおそれがあります。 

電気工事は関連する法令・法規にしたがって、必ず「有資格者（電気工事士）」が行う 
接続や固定が不完全な場合は、火災や漏電のおそれがあります。 

漏電遮断器が取付けられていることを確認する 
もし取付けられていなければ電気工事店へ依頼して必ず取付けてください。感電するおそれ
があります。 

注意 

開梱後、不要になった梱包材はすみやかに処分する 
段ボールや締付バンドなどでケガをするおそれがあります。 
また、ビニール袋などは子供などがかぶって遊び、思わぬ事故につながるおそれがあります。 

製品の改造や分解は行わない 
火災や感電、落下による傷害のおそれがあります。 

組立に使われる溶剤・洗剤・接着剤・その他薬品類は、容器などに記載の注意表示に
したがって、正しく使用する 
誤った使い方をすると、人体に影響が出たり、使用部材の損傷や劣化の原因につながるおそれ
があります。 

機器の取付けは、確実に行う 
止水不良による漏水のおそれがあります。 

警告 

取付け前のご注意 
テレビ取付けの際、必要に応じ壁裏補強を実施してください。 
スチームサウナ等、高温（５０℃を超える）になる場合には取付けはできません。 
浴室乾燥機のある浴室に取付ける場合は、温風が浴室テレビに直接あたらない場所をお選びください。 
屋外から直射日光のあたる場所への取付けは避けてください。 
薬品を使用するなど通常環境と異なる場所への取付けはできません。 
正面から浴室テレビを見ることができる位置に取付けてください。 
受信可能チャンネルは地上アナログ放送VHF（１～１２）、UHF（１３～６２）、CATV（C１３～C６３）、地上
デジタル放送００１～９９９です。BS、CS放送等のチューナーは内蔵していません。 
このテレビは日本国内のみで使用できます。外国では、放送方式・電源電圧が異なりますので使用でき
ません。 

設置は、組立要領書にしたがって確実に行う 
設置が不完全な場合、感電や火災などの原因となります。 
また、漏水により家財などを汚したり、腐らせるおそれがあります。 必ず実行 

禁　止 

禁　止 

アース線接続 

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 
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工　具 

電動ドリル 
ドリル刃φ２.８、 
φ６（φ５０下穴用） 

ホルソー 
φ５０ 

コードリール 

作業灯 脚立（大・小） 

金尺 

コーキングガン ドライバービット 
　 短・長 No.２・３（先端サイズ） 
電動ドライバー（トルク調整機能付） 

短寸のドライバー 
（１００mm以内） 
＋ No.2（先端サイズ） 

特殊ポンチ 
EKL０１０２５ 

曲尺 

水平器 

樹脂ハンマー 

※TOTO製システムバスルームに取付ける場合。 

※在来浴室への取付けには、下記以外の工具が必要となる場合があります。 
　現場に合わせて、工具を準備してください。 

外部入力用ケーブル×２ 

外部コントロール用ケーブル 

現場必要部材 

市販のRCAピンプラグ接続コード（映像×１、
音声×２）（※１）に高周波同軸ケーブル３C-２V
または３C-２VS（映像用）・OFCシールド線（メ
ガネ平行シールド線）芯線断面積０.２３㎜２以
上（音声用）を圧着し、使用してください。 
　※１の長尺品をカットしての使用も可。ケーブルを接続 
    する場合は必ず合計２０ｍ以内としてください。 

市販のφ３.５モノラルミニプラグ接続コード 
（※２）にOFCシールド線（１芯または２芯）芯
線断面積０.１㎜２以上、外径φ２.７以上（外部
コントロール用）を圧着し、使用してください。 
　※２の長尺品をカットしての使用も可。ケーブルを接続  
    する場合は必ず合計２０ｍ以内としてください。 

映像用：日立電線（株）製　高周波同軸ケーブル３C-２Vまたは３C-２VS　相当品 
音声用：パナソニック電工（株）製　オーディオ用シールド線AD-RDAFW＊＊　相当品 
※＊＊は長さを示します。（１５：１５ｍ、３０：３０ｍ、４５：４５m、６０：６０m） 

・

RCAピンプラグ 
接続コード（市販品） 

外部コントロール用：日立電線（株）製  UL2552-SW  2×26AWG（7/0.16）LF　相当品 φ３.５モノラル 
ミニプラグ 
接続コード（市販品） 

（お客様がテレビと外部機器の接続を希望される場合は、取付に必要となりますので別途手配ください。） 
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AV用信号コンセント 
（パナソニック電工（株）製 WN４８２２  相当品） 

部品 数量 

２ 

１ 

３ 

１ 

オーディオ用信号コンセント 
（パナソニック電工（株）製 WN４８２１  相当品） 

取付枠 
（パナソニック電工（株）製 WN３７１００２０  相当品） 

プレート（プレートカバー、プレート枠） 
（パナソニック電工（株）製 WN６００７W  相当品） 

注意 

必ず実行 

・高周波同軸ケーブル（映像用）/OFCシールド線（音声用）＋市販のRCAピンプラグ
接続コード、OFCシールド線（外部コントロール用）＋市販のφ３.５モノラルミニプラ
グ接続コードはそれぞれ合計２０ｍ以内にしてください。 
　２０mより長いと浴室テレビのリモコンで外部機器を操作できない場合があります。 

外部入力用ケーブル・外部コントロール用ケーブルの処理方法 

4

現場必要部材 （お客様がテレビと外部機器の接続を希望される場合は、取付に必要となりますので別途手配ください。） 

外部入力用ケーブル 
〈映像用〉 〈音声用〉 

ケーブルの切断した端を右図のように 
処理しておきます。 
外皮は２０㎜、芯線は１０㎜ほどむいて 
おき、しっかりよじっておきます。 

１芯の場合 

２芯の場合 

シールド線 

芯線（外部コントロール用） 

芯線（外部コントロール用） 

シールド線 

芯線（映像用） シールド線 

シールド線 

芯線（音声Ｌ） 

芯線（音声Ｒ） 

使用しない 

※シールド線を使用せずに、 
　2芯のケーブルを2本使用すると、 
　故障や動作不良の原因となります。 

芯線（音声Ｌ，音声Ｒ）をそれぞれ 
よじり、シールド線は芯線の間で 
まとめて1つによじる。 

× 

芯線もシールド線も 
しっかりよじる 

外部コントロール用ケーブル 

１０㎜ 
２０㎜ 

よじる 

シールド線と芯線（映像用）を 
それぞれしっかりよじっておく。 

シールド線と芯線（外部コントロール用）を 
それぞれしっかりよじっておく。 

シールド線と芯線（外部コントロール用） 
1本をそれぞれしっかりよじっておく。 



防水モニター 
（以下モニター） 

モニター取付金具 

防水リモコン（以下リモコン） 
（お客様引渡部品） 

リモコンホルダー 
（お客様引渡部品） 

電源・チューナーボックス カードリーダー 

モニター中継 
ケーブル（４５００ｍｍ） 

カードリーダー 
中継ケーブル 
（４５００ｍｍ） 

３８ 

２３ 

セット部品の確認 

３７３ 

２９３ 

１６０ 

７０ 

２３２ 

１４０ 

１４０ 

システムバスルーム取付けの場合は、システムバスルーム組立にあわせて取付けてください。 
在来浴室取付けや後付けの場合は現場にあわせて変更してください。 

※ 
※ 

Ｔ
Ｖ
組
立
手
順 

Ｓ
Ｂ
組
立
タ
イ
ミ
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グ 

取
付
位
置
の
確
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ル
の
設
置 

３ 
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ス
の
設
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・
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ー 
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類
取
付
け 

４ ６ ５ 
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取
付
け 

天
井
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ル
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け 

壁
パ
ネ
ル
組
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て 
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電

気

工

事

 

７ 

試

運

転

 
８ 

組立手順 
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LEDケーブル 
　　　　　（お客様引渡部品） 

（両面テープ：２枚） 

外部コントロール用 
変換ケーブル 
　　　　　（お客様引渡部品） 

補強鋼板 EKG31153 
HAシリーズ平天井／ 
HBシリーズアーチ天井／ 
HBシリーズ平天井 
（発泡断熱材付き） 

の場合 

★B－CASカード、リモコン、リモコンホルダー、ボタン型電池、取扱説明書、外部コン
トロール用変換ケーブル、LEDケーブルは、お客様に確実にお渡しください。 
　また保管の際は直射日光のあたる場所（窓際など）に置かないでください。 

リモコン付の映像機器（ビデオ・DVDなど） 

お客様がテレビと外部機器の接続を希望される場合のみ必要です。 

試運転（元請店実施）に必要な部材 

リモコン 再生するビデオかＤＶＤ 本体 

AVコード 

（お客様引渡部品） 
ボタン型電池 ＣＲ２０３２　※ リモコンに同梱 

モニター取付金具取付ねじ　４.２×２５、６本 

モニター取付ねじ ※ビスカバーに同梱　３×６、２本 

カードリーダー取付ねじ　４.１×１６、４本 

アルミテープ　Ｗ５０×Ｌ１５０ 

樹脂製アンカー　φ４用、６本 

取扱説明書　（お客様引渡部品） 

組立要領書（本書） 

電気工事ちらし ※電源・チューナーボックスに同梱 

結束バンド 
※電源・チューナー 
　ボックスに同梱 

ビスカバー 

バンド固定具 
※電源・チューナー 
　ボックスに同梱 

地上波専用 
B-CASカード〈青〉 
（お客様引渡部品） 

バンド固定具固定用ねじ 
１本 
※電源・チューナー 
　ボックスに同梱 
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機能アース 
（安全アースではありません） 

UV混合器 
（市販品） 

アース 

アース 

UHFアンテナ（市販品） 

保安器 
（市販品） 

ブースター（市販品） 

CATV

分配器 
（市販品） 

アンテナ線 同軸 
５C相当 

カードリーダー 
中継ケーブル 
（４.５m） 

室内開閉器 
（ブレーカー） 

電源・ 
チューナー 
ボックス 

分配器 
（市販品） 

電源・ 
チューナー 
ボックス 

モニター 

漏電遮断器 壁面端子 

VHFアンテナ 
（市販品） 

※CATVへの接続については各CATV会社
　にご確認ください。 

※地上デジタル放送を受信する為には、地上デジタル 
　放送に対応したUHFアンテナが必要です。 

アンテナから送られてくる電波が弱く受信
障害となる場合は、ブースタ（増幅器）を設
置してください。電波が強すぎて受信障害
となる場合は、アッテネータ（減衰器）を用
いて受信感度を弱めてください。 

UBセレクト商品「浴室オーディオ」 
「浴室オーディオ」と接続する場合は、
別途接続ケーブル「EKK３００３３」が必
要になります。 

DVD/ビデオ等 
（AV出力がある物） 
接続方法は次頁を参照してください。 

※電気工事で配線します。 

注） 

注） 

モニター中継ケーブル（４.５m） 

中継ケーブルを塩ビ管又は電線管を使
用し設置する場合は内径φ３６以上の塩
ビ管又は電線管を使用してください。 

注） 

中継ケーブルを電線管に通して
設置する場合は内径φ２２の電線
管を使用してください。 

注） 

注意 
・取付の際は、必ず屋内開閉器（ブレーカー） 
　と漏電遮断器を設置してください。 

注意 
・落雷に備えて、アンテナ設備 
　にアースを取るか、保安器を 
　必ず設置してください。 

システム図 （テレビ接続部分） 

必ず実行 必ず実行 

・

・

・

カードリーダー 
 

ここで実用感度５５
dBμV以上８５dBμ
V以下が必要です。 

ここで実用感度５５
dBμV以上８５dBμ
V以下が必要です。 

ア
ン
プ 

破線囲み部分以外は、全て電気工事区分です。 

UB組立（破線内） 
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分配器 
（市販品） 

電源・ 
チューナー 
ボックス 

・・

注意 

内が電気工事店様の作業範囲となります。 

・電源・チューナーボックスから壁コンセントまでのケーブルは合計２０ｍ以内としてください。 
　ケーブルが届く範囲に壁コンセントを確実に設置できるか確認してください。 
・壁コンセント設置位置はお客様と十分ご相談してください。 
　壁コンセントから外部機器までケーブル長さ（合計２m）の制限があります。 
・電源・チューナーボックスから壁コンセントまで壁裏ケーブル配線が可能か確認してください。 

【設置前にご確認ください】 

システム図 （外部機器接続部分） 

必ず実行 

外部コントロール端子 

（テレビに同梱） 

（テレビに同梱） 

電気工事（材工別） 

壁コンセント 

RCAピンプラグ接続コード 
外部コントロール用 
変換ケーブル（０.３ｍ） 

ビデオ・DVDプレーヤーなどの 
外部機器 

外部入力用ケーブル 

外部コントロール用 
LEDケーブル（１.７ｍ） 

映像用：日立電線（株）製 
高周波同軸ケーブル３C-２Vまたは３C-２VS 相当品 
音声用：パナソニック電工（株）製 
オーディオ用シールド線AD-RDAFW＊＊ 相当品 
※＊＊は長さを示します。 
　（１５：１５ｍ、３０：３０ｍ、４５：４５m、６０：６０m） 

AC100V
機能アース 

モニター・カードリーダーへ 

電源・チューナーボックス 
AV入力端子(２系統)

合計20m以内 

合計20m以内 

市販のRCAピンプラグ接続コード（映像×１、音声
×２）（※１）に高周波同軸ケーブル３C-２Vまたは３C-
２VS（映像用）・OFCシールド線（メガネ平行シー
ルド線）芯線断面積０.２３㎜２以上（音声用）を圧着し、
使用してください。 
  ※１の長尺品をカットしての使用も可。ケーブルを接続 
　  する場合は必ず合計２０ｍ以内としてください。 

（お客様の手配となります。） 

（お客様の手配となります。） 

市販のφ３.５モノラルミニプラグ接続コードに（※
２）OFCシールド線（１芯または２芯）芯線断面
積０.１㎜２以上、外径φ２.７以上（外部コントロ
ール用）を圧着し、使用してください。 
  ※２の長尺品をカットしての使用も可。ケーブルを    
   接続する場合は必ず合計２０ｍ以内としてください。 

高周波同軸ケーブル（映像用）/OFCシール
ド線（音声用）＋市販のRCAピンプラグ接続
コード、OFCシールド線（外部コントロール用）
＋市販のφ３.５モノラルミニプラグ接続コード
はそれぞれ合計２０ｍ以内にしてください。 
２０mより長いと浴室テレビのリモコンで外部
機器を操作できない場合があります。 

ご注意ください 

外部コントロール用：日立電線（株）製 
UL2552-SW 
2×26AWG（7/0.16）LF 相当品 
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３７３mm

２９３mm

１５０～４６０mm

注意 
・モニターの視野角（よく見える範囲）は 
　上下７０°左右８０°です。 

・

浴室テレビ 
モニター外形 

３７３ 

２９３ 

必ず実行 

８０° ８０° ８８０° ８０° 
７０° ７０° 

７０° ７０° 

システムバスルーム取付要領 

モニター取付位置は取付推奨範囲を参考にして、浴槽の中か
らモニターを正面に見ることのできる位置に決めてください。 

浴室テレビモニターの下側にカウンター等がある場合 
（スプリノAタイプで浴槽正面取付の場合など）は、 
モニター下端から１００mm程度離してください。 

壁パネル加工図の浴室テレビモニター取
付位置は、「浴槽の中から」「風呂いすに座
った状態」「浴槽リムに座った状態」を想定
し、いずれの場合も見やすい位置を浴槽正
面の取付位置としていますが、取付推奨範
囲を参考にお客様の希望の位置に変更す
ることが可能です。 

①システムバスルーム壁パネル加工図の浴室テレビ
取付位置をけがき、穴φ５０を開ける。 
　「1 取付位置の確認」で取付位置を決めた場合、
φ５０穴加工位置はモニター中心位置の２０mm下
に開ける。 

取付推奨範囲 

φ５０穴 

1 取付位置の確認【システムバスルーム】 

2 壁けがき・穴あけ【システムバスルーム】 

TOTO製システムバスルーム取付けの場合のテレビ取付要領を記載します。 
在来浴室取付けの場合は、１５ページ「在来浴室取付要領」へお進みください。 

【壁パネル加工図に位置指定がない場合/お客様から変更のご希望があった場合に実施】 

・水栓金具や壁裏配管などとの取合いに十分 
　ご注意ください。 
・浴室テレビモニターの上側と左右両側に、シリ 
　コンを塗布できるようスペースを確保してくだ 
　さい。 
・浴室暖房機のある浴室に取付ける場合は温風が直接あたらない位置に取付けてください。 
・直射日光のあたる場所へは取付けないでください。 
・見る角度によって画面が見えにくい場合は、リモコンのメニューから画面の明るさを調節し 
　て見やすい輝度にしてください。（取扱説明書 Ｐ２３） 

２０ ２０ 

約３０
０mm

　※他社システムバスルームに取付けの場合には、ねじの下穴加工が必要になります。 
　　詳しくは、各システムバスルームメーカーにお問い合わせください。 

１２
８
 

２０ ２０ 

１０
５
 
２０
 

２２
 

１９
 

１６７ １６７ 
ポンチ加工 

ポンチ加工 

モニター外形 

ポンチ加工 

ポンチ加工 

ポンチ加工 
 φ５０穴 

梱包材などを利用して 
切りくずを受ける。 
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・

注意 
・コード類の保護のため、必ず壁裏側 
　小口にアルミテープを貼ってください。 

適当な大きさに切って壁
裏小口全周を保護する
ように貼る。 
 
※ 表に出ないように注意 

（裏） 
必ず実行 

８０° ８０° 
７０° 

７０° 

②壁裏側小口にアルミテープを貼る。 

・

・

 
・
・
・

【タイル壁の場合】 

樹脂製アンカー 

樹脂ハンマー 
で打込む 

タイル壁設置の場合は、下穴を開け付属の樹脂製アンカーを使用してください。 ※ 

2 壁けがき・穴あけ【システムバスルーム】（つづき） 

3 ケーブルの設置【システムバスルーム】 

２０ 

４－φ６ 

壁パネル組立ての際、モニター中継ケーブルをφ５０
の穴に通し、反対側を壁パネル上側から内側に向け
てかけ、落ちないようテープなどで仮固定する。 

約３０
０mm

約３０
０mm φ５０穴 

壁パネル 

テープで仮止め 

モニター側 

電源・チューナー側 

各穴に 
シリコンを塗布する 

中継ケーブルのラベル（モニター側/電源・
チューナーボックス側）を確認の上、正しい
向きに設置してください。 
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カード 
リーダーへ 

モニターへ 

カード 
リーダーへ 

モニターへ 

①天井パネル取付けの際、中継ケーブルを落とさないように
天井裏面に取りまわし、落ちないようテープなどで仮固定
する。 

他の機器商品
からなるべく
遠ざけること！ 

バンド固定具に結
束バンドを挿入する 

④中継ケーブルを結束バンドで固定する。 
③電源・チューナーボックスの上面に付属の結束バンドを取付ける。 

⑤中継ケーブルを天井裏にある他の機器商品からなるべく遠ざける。 
⑥下図を参照し、電源・チューナーボックスと補強鋼板を天井裏の所定の位置に仮置きする。 

※補強鋼板はHAシリー
ズ平天井／HBシリー
ズアーチ天井／HBシ
リーズ平天井（発泡断
熱材付き）の場合のみ
別梱包で付属します。 

※下記の注意を必ずお守りください。機器の故障や火災・漏電の原因となります。 
●HA／HBシリーズの電源・チューナーボックス設置位置については、各システムバス本体の組立要領
書を参照ください。 
※電源・チューナーボックスは点検しやすい向きに設置してください。 

②電源・チューナーボックスに付属のケー
ブルとモニター中継ケーブル、カードリ
ーダー中継ケーブルを接続する。 

　※５個のコネクタのうち、４個がモニター
中継ケーブル、１個がカードリーダー
中継ケーブルにつながります。 

4 電源・チューナーボックスの設置【システムバスルーム】 

バンド固定具 

・
・
・
・

・
・
・

・

テープで仮止め 

パチンとはめる 

両面テープ台紙 両面テープ台紙 

補強鋼板 

（HAシリーズ平天井／HBシリーズアーチ天井／ 
  HBシリーズ平天井（発泡断熱材付き）の場合） 

点検できる
位置に設置 

使用しない端子のキャップは外さないこと！ 

カードリーダー中継ケーブル 
モニター中継ケーブル 

上面にあいてい
る穴に合わせ、
バンド固定具を
ねじで固定する 

結束バンドを
固定する 

・
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4 電源・チューナーボックスの設置【システムバスルーム】（つづき） 

①「2 壁けがき・穴あけ」①のポンチ加工部に
シリコンを塗布する。 

⑦位置が決まったら、補強鋼板の裏面の両面テープの保護紙をはがし、補強鋼板を固定する。（HA
シリーズ平天井／HBシリーズアーチ天井／HBシリーズ平天井（発泡断熱材付き）の場合） 
⑧電源・チューナーボックスの裏面の両面テープの保護紙をはがし、電源・チューナーボックスを固
定する。 

②モニター取付金具に付属のねじ（４.２×２５）で、
モニター取付金具を仮締めする。 

5 モニター取付金具の設置 

注意 
・ 電源・チューナーボックスは必ず点検できる位置に設置してください。 
・ 中継ケーブルはなるべく他の電気機器から遠ざけて配線してください。 
・ 両面テープで貼付ける際、貼付け面のほこりなどをあらかじめ掃除してください。 
・ 電源・チューナーボックスに貼付けてあるのは電気工事用のちらしです。 
　 電気工事まではがさないでください。 
・ AV入力及び音声出力をしない場合は、端子のキャップを外さないでください。 
・ 中継ケーブルを接続後に、VVFケーブルを接続するようにしてください。 
・ カードリーダーの設置は電気工事区分です。カードリーダー中継ケーブルは電気工事まで 
　 天井裏に仮置しておいてください。 
・ 天井に保温材が貼ってある場合には電源・チューナーボックス設置部の保温材を約３００× 
　 ３５０程度はがし、天井に直接電源・チューナーボックスを設置して下さい。 

電源・チューナーボックスの上や横をグラスウールなどの保温材で覆わない 
電源・チューナーボックスの上へは換気ダクトを設置しない 

必ず実行 

注意 

必ず実行 

両面テープ台紙 
モニター取付金具 

付属のねじ 
（４.２×２５） 

・このあと水平レベル出
しを行いますので、本締
めはせず、仮締めを行っ
てください。 

仮締めする 
（5箇所） 

シリ
コン
 

シリ
コン
 

シリ
コン
 

シリ
コン
 

シリ
コン
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6 モニターの取付け【システムバスルーム】 

タイル壁の場合は、１９ページ「6.モニターの取付け【在来浴室】」へお進みください。 

①モニターに付属のケーブルとモニター中継
ケーブルを接続する。 

②壁裏にケーブル類を納めながら、モニターをモニター取付金具にひっかける。 

パチンと
はめる 

注意 
・ モニター取付金具に確実 
　 に取り付けてください。 
　 モニターが落下し、破損す 
　 るおそれがあります。 

必ず実行 

・

この部分にひっかける 

モニター取付金具 
モニター 

押し付けながら 

・

・

5 モニター取付金具の設置（つづき） 
③モニター取付金具を仮設置した状態で水準
器で水平を出しながら、ねじを本締めする。 

本締めする 
（5箇所） 

水準器 

モニター取付金具 
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6 モニターの取付け【システムバスルーム】（つづき） 

③モニターを壁側へ押しつけながら、モニター取付ねじ（ビスカバーに同梱）でモニターを
モニター取付金具に固定する。 

④ビスカバーを取付ける。 

・

注意 
・ねじの締付けは、必ず手締めで行ってください。 
　電動ドライバーを使用するとねじ部が破損するおそれがあります。 
 
 

必ず実行 

⑤モニターの下辺を除く３辺にシリコンを切れ目なく塗布する。 

シリ
コン
 

モニター取付ねじ 
（３×６） 

ビスカバー 

壁 

押し付けながら 押し付けながら 

注意 
確実な塗布を行う 
・塗布が不備の場合は、モニター内に水が侵入し故障 
　する原因となります。 
・使用するシリコンの色は基本的に白としてください。 

必ず実行 

奥側（壁側）から 
先に入れる 



在来浴室取付要領 

①モニター取付位置をけがき、モニター中心位置の２０mm下に
φ５０～φ６０穴加工位置を下記寸法でけがく。 

2 壁けがき・穴あけ【在来浴室】 

３７３mm

２９３mm

１５０～４６０mm

注意 
・モニターの視野角（よく見える範囲）は 
　上下７０°左右８０°です。 

必ず実行 

８０° ８０° ８８０° ８０° 
７０° ７０° 

７０° ７０° 

浴室テレビのモニター取付位置は取付推奨範囲を
参考にして、浴槽の中からモニターを正面に見るこ
とのできる位置に決めてください。 

取付推奨範囲 

1 取付位置の確認【在来浴室】 

TOTO製在来浴室取付けの場合のテレビ取付要領を記載します。 
システムバスルーム取付けの場合は、９ページ「システムバスルーム取付要領」へお進みください。 

・

・

・

・

モニター外形 

注意 
・φ５０～φ６０穴加工位置はモニター中心 
　位置より２０mm下になります。 

必ず実行 

・

２９３ 

２５０ 

２００ 

３７３ 

２０ ２０ 
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浴室テレビモニター取付位置は、「浴槽の
中から」「風呂いすに座った状態」「浴槽リ
ムに座った状態」を想定し、いずれの場合
も見やすい位置を浴槽正面の取付位置と
していますが、取付推奨範囲を参考にお客
様の希望の位置に変更することが可能です。 

・水栓金具や壁裏配管などとの取合いに十分 
　ご注意ください。 
・浴室暖房機のある浴室に取付ける場合は温風 
　が直接あたらない位置に取付けてください。 
・浴室テレビモニターの上側と左右両側に、 
　シリコンを塗布できるようスペースを確保してください。 
・直射日光のあたる場所へは取付けないでください。 
・見る角度によって画面が見えにくい場合は、リモコンのメニューから画面の明るさを調節し 
　て見やすい輝度にしてください。（取扱説明書 Ｐ２３） 
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・

８０° ８０° 
７０° 

７０° 

※取付ける壁の材質によって取付強度を確保できない場合は、壁裏補強材を使用してください。 

注意 

②モニター取付金具を壁にあてた状態で水準器で水平を出しながら、固定用ねじ位置（５ヵ所）を
けがく。 

③φ５０～φ６０穴を①のけがき線の中央にあけ、
固定用ねじ位置に下穴をあける。 

2 壁けがき・穴あけ【在来浴室】（つづき） 

保護管（内径φ３６以上） 

※ケーブルが挿入可能なこと。 

〈モニター中継ケーブル〉 
壁にφ５０～φ６０の空間を設け、
ケーブル類を通す保護管を設置
してください。 

3 ケーブル設置【在来浴室】 

屋内配線の場合 ２０mm程度 

φ５０ 
〜 

φ６０ 

注意 
モニターに付属のケーブル取出し位置付近
から電源・チューナーボックス設置位置付近
まで配線する。 

屋外配線の場合 

電源・チューナー 
ボックス取付位置 

４.５
m以
内 

・付属のモニター中継ケーブルの長さは
４.５mです。 
　ケーブルの届く範囲内に電源・チューナ
ーボックスを設置してください。４.５m以
上必要な場合は、別売品のモニター中
継ケーブル［アフター用］（P.３２）を使
用していただくと９mまで延長可能にな
ります。 
・ケーブルは必ず内径φ３６以上の保護管
の中を通してください。環境により劣化
が早まるおそれがあります。 
・屋外壁開口部には、雨水の浸入のなき
ようコーキング等を実施してください。 
・コネクタは防水仕様ではありませんので、
必ず防水処置を行ってください。 

壁面に直接ねじで固定できる場合はφ２.８。 
同梱の樹脂製アンカーを使用する場合はφ６
にしてください。 

必ず実行 

水準器 
モニター取付金具 

位置出し穴 

・

必ず実行 

・φ５０～φ６０穴加工位置は
モニター取付金具の中心
ではありません。必ず上記
要領で取り付けてください。 

保護管 

モニター 
取付位置 

２０ 

けがき線が位置出し穴の
中心を通るように合わせ
てください。 

梱包材などを利用して 
切りくずを受ける。 
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①電源・チューナーボックスに接続するまでは、モニター中継
ケーブルを見失わないように、天井裏面や梁などにテープなど
で仮固定する。 

4 電源・チューナーボックスの設置【在来浴室】 

屋内設置の場合 

・

・

注意 
・ 電源・チューナーボックスは必ず点検できる位置に設置してください。 
・ 中継ケーブルはなるべく他の電気機器から遠ざけて配線してください。 
・ 両面テープで貼付ける際、貼付け面のほこりなどをあらかじめ掃除してください。 
・ 電源・チューナーボックスに貼付けてあるのは電気工事用のちらしです。 
　 電気工事まではがさないでください。 
・ AV入力及び音声出力をしない場合は、端子のキャップを外さないでください。 
・ 中継ケーブルを接続後に、VVFケーブルを接続するようにしてください。 
・ カードリーダーの設置は電気工事区分です。カードリーダー中継ケーブルは電気工事まで 
　 天井裏に仮置しておいてください。 

制御ボックスの上や横をグラスウールなどの保温材で覆わない 
制御ボックスの上へは換気ダクトを設置しない 

必ず実行 

使用しない端子のキャップは外さないこと！ 

⑤中継ケーブルを他の機器
商品からなるべく遠ざける。 

⑥電源・チューナーボックス
下面の両面テープ台紙を
はがし、貼付け固定する。 

両面テープ台紙 

両面テープ
で固定する 

電源・チューナー 
ボックス 

カード 
リーダーへ 

モニターへ 

カード 
リーダーへ 

モニターへ 

バンド固定具に結
束バンドを挿入する 

④中継ケーブルを結束バンドで固定する。 
③電源・チューナーボックスの上面に付属の結束バンドを取付ける。 

②電源・チューナーボックスに付属のケーブ
ルとモニター中継ケーブル、カードリーダ
ー中継ケーブルを接続する。 

　※５個のコネクタのうち、４個が
モニター中継ケーブル、１個
がカードリーダー中継ケー
ブルにつながります。 

バンド固定具 

パチンとはめる 

カードリーダー中継ケーブル 

モニター中継ケーブル 

結束バンドを
固定する 上面にあいてい

る穴に合わせ、
バンド固定具を
ねじで固定する 

テープで仮止め 

点検できる
位置に設置 
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他の機器商品
からなるべく
遠ざけること！ 

禁　止 
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①防雨カバー取付位置を確認し、下穴をけがく。 

②下穴（φ６）をあけて取付位置に樹脂製アンカーを打ち込む。 
③防雨カバーをトラスねじ（大）で固定する。 

④電源・チューナーボックスに付いている取付固定穴（４ヵ所）を使用して電源ボックスを防雨カバー
にトラスねじ（小）で固定する。 

※電源・チューナーボックスは端子
側を下側にし、図のように防雨カ
バー内にガタツキのないように
取付けてください。 

4 電源・チューナーボックスの設置【在来浴室】（つづき） 

注意 
必ず防雨カバーを取付ける 
・屋外設置の場合は必ず防雨カバーをご使用ください。電源・チューナーボックスは防水 
　仕様ではありませんので感電など事故のおそれがあります。 
・コード類の長さを考慮して取付位置を決めてください。 
　防雨カバーは別売品（PZ６０３２）にてご用意しております。 

屋外設置の場合 

１００以上 １００以上 ６００以上 １３５ ３６４ 

１００以上 

２９７ 

３００以上 

防雨カバー 

樹脂製アンカー 

トラスねじ（大） 
φ４×３０ 

防雨カバー 

防雨カバー 

トラスねじ（小） 
φ４×１５ 

取付板 

左右均等に取付ける 

φ６ 

取付板と電源・チュ
ーナーボックスの
上端を合わせる 

・
・
・
・

・
・
・

必ず実行 

端子側を下側にする 

ケーブル類を差し込む 
ため下側をあける 

電源・チューナー 
ボックス 

電源・チューナー 
ボックス 

カード 
リーダーへ 

モニターへ 
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6 モニターの取付け【在来浴室】 

①モニターに付属のケーブルとモニター中継ケーブルを接続する。 

パチンと
はめる 

・

・

①「2 壁けがき・穴あけ【在来浴室】」③の固定用ねじ穴加工部にシリコンを塗布する。 

※同梱の樹脂製アンカーを使用する場合は、アンカーを樹脂ハンマーで打ち込んでください。 

5 モニター取付金具の設置 

・

・

押し付けながら 

②モニター取付金具に付属のねじ（４.２×２５）で、
モニター取付金具を仮締めする。 

③モニター取付金具を仮設置した状態で水準
器で水平を出しながら、ねじを本締めする。 

注意 

必ず実行 

モニター取付金具 

付属のねじ 
（４.２×２５） 

・このあと水平レベル出
しを行いますので、本
締めはせず、仮締めを
行ってください。 

仮締めする 
（5箇所） 

本締めする 
（5箇所） 

水準器 

モニター取付金具 
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6 モニターの取付け【在来浴室】（つづき） 

②壁裏にケーブル類を納めながら、モニターをモニター取付金具にひっかける。 

注意 
・モニター取付金具に確実に 
　取り付けてください。 
　モニターが落下し、破損する 
　おそれがあります。 

必ず実行 

この部分にひっかける 

モニター取付金具 
モニター 

③モニターを壁側へ押しつけながら、モニター取付ねじ（ビスカバーに同梱）でモニターを
モニター取付金具に固定する。 

④ビスカバーを取付ける。 

注意 
・ねじの締付けは、必ず手締めで行って 
　ください。 
　電動ドライバーを使用するとねじ部が 
 　破損するおそれがあります。 
 
 

必ず実行 

⑤モニターの下辺を除く３辺にシリコンを切れ目なく塗布する。 

モニター取付ねじ 
（３×６） 

ビスカバー 

シリ
コン
 

注意 
確実な塗布を行う 
・塗布が不備の場合は、モニター内に水が侵入し故障 
　する原因となります。 
・使用するシリコンの色は基本的に白としてください。 

必ず実行 

壁 

押し付けながら 押し付けながら 

・

奥側（壁側）から 
先に入れる 
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①壁に開口を行う（開口サイズ：７４×９４）  
②天井に仮置きしていたカードリーダー中継ケーブ
ルのカードリーダー側を開口部分まで配線する。  

③カードリーダーに付属のケーブルとカードリーダー
中継ケーブルを接続する。  

④カードリーダー取付ねじ（木ねじ４.１×１６、４本）でカ
ードリーダーを壁に固定する。 

※カードリーダー中継ケーブルを保護管に通し取付
ける場合は、内径φ２２保護管を使用してください。 

①壁に２個用スイッチボックス〈材工別〉を取付ける。  
②天井に仮置きしていたカードリーダー中継ケーブルのカード
リーダー側を開口部分まで配線する。  
③カードリーダーに付属のケーブルとカードリーダー中継ケーブルを接続する。  
④スイッチボックスに付属のねじ〈材工別〉でカードリーダーを
スイッチボックスに固定する。 

A 壁へ直接取り付ける場合 

B ２個用スイッチボックス〈材工別〉を利用して取付ける場合 

・

・

・

・

注意 
カードリーダーは確実に取付ける 
・作動不良の原因になります。 
カードリーダーは、浴室内には取付けない 
・故障の原因になります。 

必ず実行 スイッチボックスに付属のねじ 
〈材工別〉 

カードリーダー中継ケーブル 

 

カードリーダー取付ねじ 
（木ねじ４.１×１６、４本） 

カードリーダーに 
付属のケーブル 

カードリーダー 
中継ケーブル 

９４ ９４ 

７４ ７４ 

１００ 

１００ 

１００ 

１００ 

２個用スイッチボックス〈材工別〉 

共通取付要領 
7カードリーダーの設置 

注意 

必ず実行 

必ず実行 

必ず実行 

カードリーダーは脱衣所壁面などお客様の手が届く場所に設置する 
・B-CASカードはお客様ご自身でカードリーダーに差し込む必要がありますので、必ずお客様の
手が届く場所に設置してください。 

B-CASカードをカードリーダーに差し込まない 
・B-CASカード使用許諾契約約款により、B-CASカードのパッケージを開封した時点でお客様と
B-CAS社との間に契約が成立したと見なされます。B-CASカードはパッケージを開封せずに、
お客様にお渡しください。 

浴室内からの湯気・温風などが直接かからない場所に設置する 
・故障の原因となります。 

必ずB-CASカードを抜き差しできる向きに設置する 
・B-CASカードはお客様ご自身でカードリーダーに差し込む必要があります。周囲にカード挿入
の障害となるものがないことを確認後、設置してください。 

通電（AC100V）したままコネクタを抜き差ししない 
・製品が故障・破損するおそれがあります。 

禁　止 

禁　止 

カードリーダー設置方法は2パターンありま
すので、現場の状況に合わせて取付しやす
い方法で取付けてください。 

電気工事店実施事項 

9393

7
2

8
4
  
  
  

75
4646

カードリーダーに 
付属のケーブル 
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8 電源ケーブル・アンテナ線の接続 

注意 
 必ず漏電遮断器および屋内開閉器のある電路に接続する 
・感電するおそれがあります。 必ず実行 

警告 
電気工事は関連する法令・法
規にしたがって必ず「有資格
者（電気工事士）」が行う 
また、アース接続は必ず行う 
・誤った工事を行うと、故障や
漏電のときに感電するおそれ
があります。 

電源 

機能アース 

※電源・チューナーボックス付属の電源ケーブル（VVF　１５００mm）を電源に接続してください。 
※アース工事（接地工事）を必ず行ってください。 

①電源ケーブルを接続する。 

アース線接続 

注意 
・アンテナ端子への入力電界は７０ｄＢμＶ
を目安にしてください。 
・受信可能な放送は地上アナログ放送／地
上デジタル放送／ＣＡＴＶです。ＢＳ、ＣＳ
放送等のチューナーは内蔵していません。 

アンテナ線 

②電源・チューナーボックスにアンテナ線を接続する。 
　※電源・チューナーボックスのF型コネクタ（アンテナ入力端子）に接続してください。 2

必ず実行 

・

・

１５００mm

安全アースでは 
ありません ９４ 

７４ 

１００ 

１００ 

・

・

・

・

・

電気工事は電気工事店へ依頼してください。 

93

46
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外部入力用ケーブル×２ 

外部コントロール用ケーブル 

市販のRCAピンプラグ接続コード（映像×１、
音声×２）（※１）に高周波同軸ケーブル３C-２V
または３C-２VS（映像用）・OFCシールド線（メ
ガネ平行シールド線）芯線断面積０.２３㎜２以
上（音声用）を圧着し、使用してください。 
※１の長尺品をカットしての使用も可。ケーブルを接続    
  する場合は必ず合計２０ｍ以内としてください。 

市販のφ３.５モノラルミニプラグ接続コード 
（※２）にOFCシールド線（１芯または２芯）芯
線断面積０.１㎜２以上、外径φ２.７以上（外部
コントロール用）を圧着し、使用してください。 
※２の長尺品をカットしての使用も可。ケーブルを接続  
  する場合は必ず合計２０ｍ以内としてください。 

映像用：日立電線（株）製　高周波同軸ケーブル３C-２Vまたは３C-２VS　相当品 
音声用：パナソニック電工（株）製　オーディオ用シールド線AD-RDAFW＊＊　相当品 
※＊＊は長さを示します。（１５：１５ｍ、３０：３０ｍ、４５：４５m、６０：６０m） 

RCAピンプラグ 
接続コード（市販品） 

外部コントロール用：日立電線（株）製  UL2552-SW  2×26AWG（7/0.16）LF　相当品 φ３.５モノラル 
ミニプラグ 
接続コード（市販品） 

注意 

必ず実行 

・高周波同軸ケーブル（映像用）/OFCシールド線（音声用）＋市販のRCAピンプラグ
接続コード、OFCシールド線（外部コントロール用）＋市販のφ３.５モノラルミニプラ
グ接続コードはそれぞれ合計２０ｍ以内にしてください。 
　２０mより長いと浴室テレビのリモコンで外部機器を操作できない場合があります。 

お客様がテレビと外部機器の接続を希望される場合は、取付に必要となりますので別途手配ください。 
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・
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9 外部機器用ケーブルの接続 （つづき） 

注意 
外部機器との接続ケーブルがあまった場合、ケーブルを束ねない 
・束ねると外部機器の操作に支障が生じる可能性があります。 
屋外配線の場合は必ず保護管の中を通す 
・環境により劣化が早まるおそれがあります。 
屋外壁開口部には、雨水の侵入なきようコーキング等を実施する 

④先に固定した結束バンド（小）〈現場手配〉がバンド固定具の内側になるように結束バンド（大）
で固定する。 

・

結束バンド（小） 結束バンド（大） 

内側 

外側 

必ず実行 

25
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１０ 壁コンセントの取付け〈材工別〉 

・

・

白 

黄 

赤 

裏面 

①市販のAV用信号コンセント（パナソニック電工（株）製 WN４８２２相当品）、オーディオ用信号コン
セント（パナソニック電工（株）製 WN４８２１相当品）、取付枠（パナソニック電工（株）製 WN３７１０
０２０相当品）、プレート枠、プレートカバー（パナソニック電工（株）製 WN６００７W相当品）を用意
する。 
②AV用信号コンセントとオーディオ用信号コンセントの裏面にケーブルを接続する。 
③市販の取付枠を壁に取付ける。（市販のねじ６本使用） 
④市販のプレート枠を取付枠に取付ける。（プレート枠に付属のねじ６本使用） 
⑤市販のプレートカバーをはめ込む。 

AV用信号コンセント①または②（別途手配） 

注意 
【壁開口前にご確認ください】 

 電源・チューナーボックスから壁コンセントまでのケーブルが届くことを確認する 

壁コンセントから外部機器までケーブルが届くことを確認する 
・壁コンセントから外部機器までのケーブルは２mです。 
　（工務店様と十分ご相談してください。） 

ケーブル押え金具を締めつける
際、ケーブルをはさみ込まない
ように注意する 

注意 

裏面 
オーディオ用信号コンセント（別途手配） 

注意 
ケーブル押え金具を締めつ
ける際、ケーブルをはさみ込
まないように注意する 

裏面 

赤 
白 

裏面 

プレート枠（市販品） 
（パナソニック電工（株）製 WN６００７W相当品） 

プレートカバー（市販品） 
（パナソニック電工（株）製 WN６００７W相当品） 

取付枠（市販品） 
（パナソニック電工（株）製 WN３７１００２０相当品） 

オーディオ用信号コンセント（市販品） 
（パナソニック電工（株）製 WN４８２１相当品） 

プレート枠に 
付属のねじ 

外部コントロール 

AV用信号コンセント（市販品） 
（パナソニック電工（株）製 WN４８２２相当品） 

必ず実行 

必ず実行 必ず実行 

外部入力② 外部入力① 

ねじ（市販品） 

（
映
像
側
） （
音
声
側
） 

芯線（映像） 
シールド線 シールド線 芯線（外部コントロール） 

芯線（音声L） 

芯線（音声R） 

シールド線 
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１２ 試運転 

④実際に外部機器を接続して動作確認をしてください。 

AVコード 

白 

黄 

赤 

白 

黄 

赤 

・
 

電源 

音量 チャンネル 

化粧プレートにコンセントラベル〈材工別〉
を貼付け壁面に取付ける。 

浴室テレビ 
外部機器 

プレート 
 
＜７個用＞（別途手配） 

（　　　　　　） 　化粧プレート 
　プレート枠 

外部入力① 

外部入力② 

外部コントロール 

映像 

左 

右 

音声 

映像 

音声 

左 

右 

外部入力① 外部入力② 

LEDケーブル 

外部コントロール接続端子 

外部入力① 

外部入力② 

外部機器 

浴槽テレビ外部機器 

外部コントロール 

外部コントロール用 
変換ケーブル 

リモコン受光部 

音声入力端子 

LED部 

外部切替 

放送切替 

【モニター】 【リモコン】 

１１ ラベルの貼付け〈材工別〉 

①「電源」ボタンを押し、電源が入ることを確認
してください。 

※モニターの電源ランプ（白色）が点滅して電源が入らない
場合、カードリーダー中継ケーブルが正しく接続されてい
ることを確認し、ブレーカー（AC100V）を「切」/「入」
してください。ブレーカーを「入」にして約1分待った後、
モニターの電源ボタンを押してください。 

②「外部切替」ボタンを押し、画面が「テレビ」→
「外部入力１」→「外部入力２」と切替わること
を確認後、「放送切替」ボタンを押し、「テレビ」
にしてください。 

③「チャンネル」ボタンを押し、映るチャンネル
があることを確認してください。 

※本製品は工場出荷時にVHF（１～１２ch）のみ設定されています。 
※映らない場合は、以下の手順に従いチャンネル設定を行ってください。 
　「メニュー」ボタン・押す→メニュー画面内・「地上アナログ設定」を押す→メニュー画面内・「自動チャンネル設定」選択
→「決定」ボタン・押す（設定完了後、自動的にテレビ画面に戻ります。）再度、「チャンネル」ボタンを押し、確認してください。 

１次側電源接続後に確認してください 

※外部機器を1台しか接続しない場合、 
　LED部は2つあるうちの1つしか 
　使用しません。 
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不具合の内容 

電源が入らない 

映像が映らない 

映像が悪い 

チェックポイント 

受付時間 ： ８：００～１９：００ 
訪問修理 ： 年中無休（一部地域を除く） 
※携帯電話・PHSからのご利用は　    0570－05－1010（有料）へ 

TOTOメンテナンス（株）TEL　  0120－1010－05　FAX　  0120－1010－02 
（フリーダイヤル）にご連絡ください。 

同梱のB－CASカード、リモコン、リモコンホルダー、ボタン型電池、取扱説明書、外部コント
ロール用変換ケーブル、LEDケーブルは取扱説明書の袋に入れ、お客様に確実にお渡しください。 

※ 

電源は正しく接続されていますか？ 
屋内開閉器はオンになっていますか？ 
→電源を正しく接続し、電源をオンにしてください。 
※初めて電源をオンにする際は、地上デジタルチューナーに電気を供給する時
間が必要なため、約1分待った後にモニターをオンにしてください。 

〈モニターの電源ランプ（白色）が点滅して電源が入らない場合〉 
カードリーダー中継ケーブルが正しく接続されていることを確認し、ブレーカ
ー（AC100V）を「切」/「入」してください。ブレーカーを「入」にして約1
分待った後、モニターの電源ボタンを押してください。 

モニター中継ケーブルは正しく接続されていますか？ 
アンテナは正しく設置されていますか？ 
→アンテナ線およびアンテナを正しく接続・設置してください。 
地上デジタル放送を受信するためには、地上デジタル放送に対応したUHFアン
テナが別途必要です。 

モニター中継ケーブルはしっかりと接続されていますか？ 
アンテナ線が他の電気機器の上を通ったりしていませんか？ 
アンテナの向きは正しいですか？ 
周囲に雑音となる原因がありませんか？ 
→モニター中継ケーブルをしっかりと接続し、アンテナ配線およびアンテナの向
きを調整してください。また雑音の原因を取り除いてください。 

１２ 試運転（つづき） 

注意 
LEDケーブルは映像機器のリモコン受光部に向けて設置し、マスキングテープ 
等で仮固定する 

作動確認後、必ずリモコンコード設定を解除する 
・２９～３１ページをご覧ください。 
 必ず実行 

試運転の際、故障かな？と思ったら 

修理の依頼をされるときは 
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１３ リモコンコードを設定する 

浴室テレビのリモコンに接続した外部機器（DVD ・ビデオ等）のボタンを割り当てます。 

・外部機器（ビデオ・DVD等）付属のリモコンから発信される信号を、浴室テレビに登録する
ことで、ビデオやDVD等を浴室内から操作する事ができます。 
・このリモコンコードの設定には、外部機器（ビデオ・DVD等）付属のリモコンが必要です。 
・以下、外部機器がDVDまたはビデオの場合を例にして説明します。 
　手順に従ってリモコンコードを設定してください。 

メニューボタンを押す 
設定メニューになりま

設定したい入力に切り替えます 

2

外部切替ボタンを押す 1

▼▲ボタンで「機能設定」を選び
決定ボタンを押す 3

▼▲ボタンで「外部機器リモコン
設定」を選び、決定ボタンを押す 4

［設定メニュー］ 
 

　映像調整 
　音声調整 
　機能設定 

で選択　決定で実行　メニューで終了 

［設定メニュー］ 
 
　映像調整 
　音声調整 

　機能設定 

で選択　決定で実行　メニューで終了 

［機能設定］ 
 
　バックライト設定　　　　［節　電］ 
　音声出力設定　　　 　　  ［オ   フ］ 
　オフタイマー設定　　　　［ 86分］ 

　外部機器リモコン設定 

で選択　　で設定　戻るで戻る　メニューで終了 

外部入力1
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１３ リモコンコードを設定する（つづき） 

・

・
・

設定したい外部機器リモコンを用意し
て電源ボタンを押す 6

操作を終了します。 

この時、電源ボタンは設定完了まで押し続けて下さい（ボ
タンを押し続けないと登録できないことがあります）。 

メニューボタンを押す 7
手動でリモコン設定する場合 

▼▲ボタンで「自動リモコン設定」を選び、
決定ボタンを押す 

▼▲ボタンで「手動リモコン設定」を選び、
決定ボタンを押す 

5
［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

で選択　　で設定　戻るで戻る　メニューで終了 

電源 

＋ 
－ 

［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

［設定コードがありません］ 

電源 

＋ 
－ 

［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

外部機器リモコンの電源ボタンを押して下さい 

電源 

＋ 
－ 

外部機器リモコン設定画面を表示する 1

［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

で選択　　で設定　戻るで戻る　メニューで終了 

電源 

＋ 
－ 

2
［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

で選択　　で設定　戻るで戻る　メニューで終了 

電源 

＋ 
－ 

［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

電源 

＋ 
－ 

30



１３ リモコンコードを設定する（つづき） 

▼▲ボタンで「設定クリア」を選び、
決定ボタンを押す 
［外部機器リモコン設定　外部入力2］ 
 
　 
 
 
　設定クリア 

で選択　　で設定　戻るで戻る　メニューで終了 

リモコンコードを設定解除する 

接続した外部機器（ビデオ・DVD等）の取替えなどでリモコンコードを再設定する時に必要です。 

2
機能設定の「外部機器リモコン設定」を
選び、決定ボタンを押す 1

▼▲　　ボタンで設定したいリモコンキー
を選び決定を押す 3
［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

自動リモコン設定 
手動リモコン設定 
 

で選択　　で設定　戻るで戻る　メニューで終了 

電源 

＋ 
－ 

［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 

外部機器リモコンの　　ボタンを押して下さい 

電源 

＋ 
－ 

電源 

＋ 
－ 

設定したい外部機器リモコンを用意し
て選択したボタンを押す 4

操作を終了します。 

この時、選択したいボタンは設定完了まで押し続けて下さ
い（ボタンを押し続けないと登録できないことがあります）。 

設定が終わったらメニューボタンを押す 6

操作を終了します。 
メニューボタンを押す 3

手順3,4を繰り返して設定したいキー
を登録します 5

［外部機器リモコン設定　外部入力1］ 
 
　自動リモコン設定 
　 手動リモコン設定 
 
　設定クリア 

電源 

＋ 
－ 
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電源・チューナーボックスの音声出力端子にテレビ/
オーディオ接続ケーブル（EKK３００３３）を差し込む。 

※浴室オーディオの取付については浴室オーディオの組立要領書を参照してください。 
※テレビ/オーディオ接続ケーブルの取付についてはテレビ/オーディオ接続ケーブルに付属の組立要 
　領書を参照してください。 

●穴あけ前に必ずケーブル類の配線スペースがあることを確認してください。 
●穴あけ位置にシステムバスルーム壁裏配管やケーブル類、建築側柱など干渉物がないことを確認してください。 
●ケーブル類の壁裏配線は針金などを使用し実施してください。 
　この際、ケーブル類を傷つけないようご注意ください。 

品　名 品　番 必要数 

PZ６０３２ １ 

【UB用】 
AFKK559 

【在来用】 
PZ6066

１ 

防雨カバー 

延長用 
モニター中継 
ケーブル 
（４.５m） 

防雨カバー 
トラスねじ（大）×４ 

トラスねじ（小）×２ 

樹脂製アンカー×４ 

形　状 用　途 

電源・チューナーボックスを屋外設置する
場合に必要です。 

モニター中継ケーブルを延長する場合に
必要です。 
※中継ケーブルは延長用モニター中継ケ
ーブルを使用することによって全長９m
まで対応可能になります。 
　（それ以上の延長はできません。） 

接続ケーブル 
（EKK３００３３） 

入力端子ケーブル 
接続口 

浴室テレビ電源・ 
チューナーボックス 

浴室オーディオ 
電源ボックス 

スピーカー 

ピンプラグ 

入力端子ケーブル 

音声出力 

中継コード 

浴室テレビ 
（14ワイド型） 

浴室オーディオ 
コントローラー 

テレビ/オーディオ 
接続ケーブル 

（EKＫ30033）（1.5m） 

ケーブルの引っ張りによる断線
や脱落を防止するためにケーブ
ルを結束バンドで固定すること。 

１４ 浴室オーディオとの接続方法 

１５ 別売品 

※ システムバスルーム後付け時のご注意 

その他 
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